ながおかCome１００クラブ指導人材相互の気づきの振り返り共有会
進行台本（30分）
目的
評価・反省会ではない
無自覚なズレに気づき、安心・安全を高める


１．事前準備
アンケート結果を「傾向」に整理
個人が特定されない形に加工

① 冒頭（5分）
ファシリテーター台詞（そのまま使用可）

今日の共有会は、だれかを責めたり、正解を出す場ではありません。安心・安全が本当に保たれているかを一緒に確かめる時間です。

２．ルール確認
否定しない、防御しない、聞いて考える

３．事実共有（10分）
活動サポーターや保護者等から「こう見えた」「こんな反応があった」という事実のみ共有する。
アンケート結果は
数値・傾向・代表的な声として紹介
※意見・改善案はこの時点では出さない

４．個人リフレクション（5分）
各自で考える（発表しなくてよい）
・「あ」、と思った点はどこか
・自分では気づいていなかった点はどこか
・子ども・保護者側の視点で見るとどうか

５．少人数対話（8分）
2～3人グループで共有
問い例：
これを防ぐには「仕組み」として何ができそうか
一人で抱えなくてよい工夫はあるか

６．まとめ（2分）
ファシリテーターの締め
「今日の気づきは、できていない証拠ではなく、より良くできるヒントです。」
「また次回、確かめ直しましょう。」
